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今年の 4月、中国から来日したAさんが本校に
入学しました。周囲の子も中学校に入学したばかり
で、教えてあげられる事も少なく、Aさんもなかな
か生活のリズムが作れない状態でした。物を指し
示したり、単語でゆっくり言ったりしてみても、うま
く伝わりにくいこともあり、焦りも感じていました。
こちらがそんな気持ちだったということは、本人は
もっと不安な毎日を過ごしていたと思います。
そのような時に、宇都宮大学 HANDSプロジェク
トの存在を知りました。ぜひお願いしたいと連絡した
結果、鄭思宇先生に来ていただけることになりました。
Aさんは、初対面の時こそ緊張の表情も見られ
ましたが、中国語で話せることに安心したのでしょ
う。すぐに、にこにこと学習に取り組めるようにな
りました。初めての校内定期テストのやり方や、分
かりにくい日本語の意味など、日常生活ですぐに役
立つことを中心に、言葉の学習をしています。保護
えていることでしょう。日本語で自分の気持ちをク
ラスメ トーに上手く表現できない、そしてそれを年
の離れた親に言えない、というようなことも考えら
れます。こういう時こそ、私たち学生ボランティア
の出番です。自分たちの経験から共感できるはず
です。一人の友達として、生徒に接し、一緒に楽し
い時間を作ることができると思うのです。
現在、私は、約１時間の日本語指導を行ってい
ます。４０分は質問と回答、残る２０分は自由会話
という形にしています。質問と回答のときは、でき
るだけ日本語で話す、日本語で考えるというふうに
していますが、自由会話のときは、母語の中国語
で話し合います。
日本の中学校や高校の様子を知らないので、最
初、本当に出来るかどうか心配でした。実際、予
想通り、理科や社会の問題は教科書など調べない
と答えられません。答えられない問題は、家に戻っ
て調べ、次に教えるという方法を取りました。
自由会話であることを発見しました。それは、Ｗ
者もこのプロジェクトをありがたいと理解していた
だき、本人も「単語の使い方がわかるようになった」
とか「分からない言葉を、中国語でやりとりしてか
らもう一度日本語で教えてくれるのでわかりやすく、
楽しい」ととても意欲的です。
宇都宮大学HANDSプロジェクトのみなさん、
とても丁寧で、誠意をもって接してくれる鄭先生。
本当にたくさん助けていただきありがとうございま
す。これからもよろしくお願いいたします。
さんがよく日本について質問するということです。例
えば「四つ葉のクローバーについて、四つの葉はそ
れぞれどういう意味ですか」とか「日本のお化けの
中の、目がひとつ、傘に変身できるお化けって、名
前は何ですか」などの質問がありました。これは日
本に興味があることを示しているのだと思います。
こうしたことから、私も自信がついてきました。Ｗ
さんと一緒に日本語を勉強し、日本について勉強し
ようと思っています。
毎週、短い時間ですが、よく感じるのは、子ど
もは大人と違う角度から問題を見ているということ
です。大人が、悩んでいるだろうなと思っているこ
とを、子どもは、全然心配していないし、自分なり
のアイディアや考えを持っていたりします。生徒と一
緒にいて、私は日本語を教えていますが、同時にＷ
さんからたくさんのことを教えてもらっているように
感じます。この「共に感じ、共に学ぶ」ことが、こ
の活動の魅力ではないかと思っています。
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